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壱岐なみらい研究所

壱岐なみらい研究所 3

n 2019年10月に締結された協定に基づき、壱岐市に地域創生プロジェクトの
開発と実践、それらを通した人材育成を行う研究機関を設立する。
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はじめに 4

「島内で何かやりたい」という
意欲のある島⺠の想いを

「壱岐のために何かしたい」という島外者が
⼀緒になって育てる事業創設の場

Ø壱岐なみらい倶楽部とは︖
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なぜ必要なのか︖ 5

島内に希望する仕事がないために
若年層の島外流出が進む中で、

求められるのは、単なる雇⽤の場ではない、若者が島内に住みつづけたいと思うような

「やりがい・働きがい・充実感」のある事業を⾃ら創り出すことである。

「島内で何かやりたい」という意欲のある島⺠の想いを
「壱岐のために何かしたい」という島外者が⼀緒になって育てる場を創出し、

「やりがい・働きがい・充実感」のある事業を⽣み出すことで

住みつづけたい壱岐の島
にしたい。

Ø島⺠の想いを島外者が⽀援することで持続可能な壱岐の島を実現



壱岐市の現状と
問題認識について
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国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所推計

27,103

Ø 壱岐市の⼈⼝は2030年には21,869⼈、2040年には18,657⼈まで減少する。
Ø 2020年度（令和2年度）国勢調査⼈⼝︓24,974⼈（速報値）

⼈⼝の減少
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⽣産年齢⼈⼝の減少
Ø ⽣産年齢⼈⼝は2030年には約3,000⼈減少、2040年には約5,000⼈減少する。
Ø 20年後には壱岐の労働⼒は現在の約3分の2となり、経済活動が維持できなくなる。
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事業所数及び従業者数の減少
Ø 事業所数及び従業者数も年々減少している。要因としては「島内に働く場がない」→ 「島外へ流出」

→「⼈⼝減少」→ 「事業所が減る」→「島内に働く場がない」 の負のスパイラル。
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市⺠アンケート結果より 10

Ø 「島内に希望する勤め先がない」ため、今後島外に移り住む⼈は、1,269⼈（試算値）もいる。
Ø 単なる雇⽤の場の創出ではない、やりがいのある仕事の創出のための起業の創発が必要。

壱岐市まち・ひと・しごと
創⽣⼈⼝ビジョン■やりがいのある仕事の必要性

・壱岐市在住者16歳以上へのアンケートの
結果より、「今後の移住意向」を分析。
※H27国調⼈⼝で⼈数を試算
→16歳以上⼈⼝︓23,094⼈
①「島外に移り住む」︓21.5％（4,965⼈）

②①のうち、島外に移り住む理由が「希望する
勤め先がない」︓46.2％（1,269⼈）

⇒単なる雇⽤の場の創出ではない、
⼀⼈⼀⼈にとってやりがいのある仕事の創出・

起業の創発が必要。
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現状と問題認識からの考察 11

※壱岐は若年層の島外流出により、近い将来島の経済活動が
維持出来なくなる。 【負のスパイラル】
「島内に希望する勤め先がない」→「若年層の島外流出」→「⼈⼝減少」
→「従業員の減少」→「事業所の減少」→「島内に希望する勤め先がない」

※持続可能な壱岐の島にするためには、若者が島内で働くための
事業の創出が必要であり、それは単なる雇⽤の場ではなく、
「やりがい・働きがい・充実感」が求められる働き⼝に変化してきている。
※求められる働き⼝ ⇒ ⾃らがやりたいと思う仕事 ＝ 起業

Ø 若年層の島外流出により、近い将来島の経済活動が維持出来なくなる。
Ø 求められるのは、単なる雇⽤の場ではなく、「やりがい・働きがい・充実感」のある職場。



壱岐市の取り組みについて



壱岐活き対話型社会
「壱岐（粋）なSociety5.0」

×第1回「SDGs未来都市・
⾃治体SDGsモデル事業」



壱岐なみらい研究所

14みらい創り対話会
Ø これまでの対話会で 2,356名が参加し、49テーマが提案され、そのうち35テーマが実現。
Ø 対話会という⼿法が市⺠の声や想いを共有する場となったことを実証できた。
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プロトタイプを作る

形にしてみる

思いを出す

集まる

島内市⺠

みらい創り対話会

これまでのみらい創り対話会
Ø 対話会⾃体が単年度ごとの取り組みであり、定着した事業とはならない。
Ø アイデア発想及びプロトタイプ作りまではいくが、継続的な取り組みに繋がりにくい。

まちづくり協議会
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事業化

壱岐を想う島外出⾝者
・ファン・島内外企業

持続可能な
壱岐の島の実現

みらい創り対話会

知識・スキル

Haruno Prize（ビジコン）
国境離島雇⽤拡充事業補助⾦

みらい創り対話会2.0
⾏ 政
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まちづくり協議会

みらい創り対話会を次のステップへ
Ø これまで対話会という⼿法で培ってきたイノベーションの取り組みを次のステージにアップさせる。
Ø テーマアップされたアイデアを新規事業として⽣み落とし、新たな雇⽤創出につなげていく。
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島内外の壱岐を想う⼈と⼈を繋ぐために 17

『住みつづけたいと思える壱岐』に向けて
新たな事業・仕事の

“種”を探し、“苗”を育て、伴⾛する
『苗床』

となるチーム＝機能を創る
【壱岐なみらい倶楽部】

Ø壱岐なみらい倶楽部の創設
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「壱岐なみらい倶楽部」のイメージ 5

壱岐なみらい倶楽部

壱岐で何かやりたい
島外からの移住者

まちづくり協議会
の地域課題

雇⽤拡充事業
申請企業・個⼈

<ワクワクの種>

<ワクワクの苗>
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オンライン
ワーケーション

◇意欲のある仲間が集まる場
「TAKIBI」の実施
・島内︓リアル「TAKIBI」
・島外︓オンライン「TAKIBI」

◇活動拠点
・壱岐テレワークセンター、東京事務所
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「壱岐なみらい倶楽部」に必要なモノ 19

いかに「壱岐で何かやりたい」という意欲のある島内の⼈・企業（ワクワ
クの苗）を発掘し、それを⽀える「壱岐のために何かしたい」という島外者
を巻き込めるかが重要。

Ø「意欲のある島内の⼈・企業（ワクワクの苗）」を発掘すること

◆市⺠の意欲に投資する
→「何かやろう」とする市⺠の意欲は重要な『資産』であり、それを⾼めていくことに投資
していくことが必要。しかし、⼈⼝減少及び厳しい財政状況下では、⾏政サービスを
維持していくことは困難であり、投資の意味をお⾦ではなく、「仲間」や「ツール」、
「機会」の提供という『⽀援』のかたちに移⾏していく必要がある。
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今後の取り組みについて 20

■必要な要素︓コミュニティの創設
■具体的⽅策︓ワクワクの苗となる⼈・企業とのネットワークの構築
→ワクワクの苗となる意欲のある島内に住む⼈・企業を集め、ネットワークに組み込む。
※島内にもアイデアはあるのに、知識や経営スキルが⾜りず事業化できない⼈・企業がいる。

◆補⾜︓『種』となるものを増やしていくことが必要
→今後は島内に散らばっている「何かやりたい」という想いの『種』を集めていくことに注⼒して
いかなければならない。

※対話会やまちづくり協議会との連携を図り、島内の課題を共有し、「市⺠の想い」を集める。
今後、⾏政サービスをまちづくり協議会を含め、地域へ移⾏していくうえでは必要なこと。

Ø「島内で何かやりたい」という意欲ある島⺠（ワクワクの苗）を集める
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21

活動⽇程 活動内容 実施者・関係者 活動成果⽬標

2021年7⽉11⽇ ・意欲のある市⺠（ワクワクの苗）募集開始
⇒第1回市⺠対話会（⼈脈形成） ・意欲のある市⺠（苗）

・ワクワクの苗となる⼈・企業とのネットワークの構築 ・意欲のある市⺠（苗）

・壱岐なみらい倶楽部設⽴ ・意欲のある市⺠（苗）

2021年10⽉10⽇ ・島外の⽀援者との連携
⇒第2回市⺠対話会（テーマ宣⾔）

・意欲のある市⺠（苗）
・島外の⽀援者（ワーケーション
参加者含む）

・プロジェクト活動 ・意欲のある市⺠（苗）
・島外の⽀援者

2022年2⽉23⽇ ・事業提案
⇒第3回市⺠対話会（テーマ発表）

・意欲のある市⺠（苗）
・島外の⽀援者 ・1〜3種創出

壱岐なみらい倶楽部活動スケジュール

Ø活動スケジュール
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最後に 22

意欲のある島⺠の想いを島外者が育てることにより、
「やりがい・働きがい・充実感」のある事業が⽣まれ、

⼈が残り、⼈が集う
持続可能な壱岐の島を実現する。
島外者が島⺠を⽀援し、

壱岐の協⼒者として関わり続ける。

Ø持続可能な壱岐の島を実現するために



共感をベースにした〝仲間意識″の醸成

仲間になりたい〝フレンドシップ″の醸成

援助したいと〝スポンサーシップ″の醸成

信頼という最⾼のシップの形成

お互いの知性・感性を磨き合い

⾃⽴・⾃創・⾃律に伴った本当の⾃由を味わえる

郷⼟壱岐の誕⽣


